










































朝 日個性重視の教育提唱u 日 日個性・徳育重点lと教育改革、、
































各紙とも， 6月27日朝刊から 3回(く日経>の場合は 5回)Iζわたって第一次答申をめぐっ
て特集記事を連載している。そのテーマと各自の見出しを整理すると以下の表のようlとなる。





























*、土て7 ① 天谷第一部会長 縮性重視 各論はこれから










































































































































































く';;J)II> 泌ヲiひらけぬ 1<サンケイ> 世i，i，;fX務答IP! <EI経> 一応f，^ 1'1!ついた!<uHl> 疑問の多いぬ教 1<読売> rすべては，乙
教i!，次不 i への詳悩とiJ文 i 弘;教審第一次01P1 常一次名IJ1 れから l の~教務
t出
r-~教務が fJ 本の教子7の現 1 r-Ji5絞I'Hされ，改f五0))，1;
状やnuu自}.!.~をどうとらえ. 1本ブ'jf;Jもiりiらかになり.今
i次i(，の万戸iをど乙 luj(めよ i後の支袋認定Qも発表された。
うとしているかという総論 I~教務本会議，特lζ 主11-:々 委
ないし'i基本的スタンスと i民会の努力'i:(，f.五16しよう。 j
もいうべきものが示された。 1r第一次答qJO)iiij得きには，
ー概略図としてみればお 1~教î1改革の成否は第 lζ 
おむね適切で，納得できる l政府の対託、いかんによるが
内容と!どう。乙の点{ま;fH函 1，数r，ij. 1.見，さ[:Jj:'Jti主.児


















~ I r¥、まの教fiがおちいって Irn体的改革J立言がiUされ
Jlt 1いる八}Jふさがり Iζ似た状1こ0 ・ r私的iζいってそれは
ド1) I 在宅 lζ風穴があき，あかるし、 i どまと :~I.併のある挺言とも出
点 I)J~ ({!か!日Jかれた.という感 iわれない。ー I:!j泌を避け，
)もじを与えてくれるものでは|もっとIl!jl日!をかけて取り結i











































~ 11ζ判断のHHそ駁Utするよ Itこ)，1;本['1業iι もう }見たら
う，あらためて史的したいo.JIかえるところから.&白y.:O)
!これからは牛;行lζi市'l.!_iな i全体f訟をt!iさtH寸努力そし
険~.f，(~t.'.fiを (!'.J 硲'1ζ滋び.情 1 て欲しい。 j
A2作lfS論議を'革Ilみ守てて，:1.
しいしのである。 i
*" I ‘ 織 1'.'素人aなれは'こその.
iそうした議i主さ.誠実さの
i1ji Ili;わってくる務議を.いま
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朝 日教育の規制緩和を提言¥¥ 毎 ¥ r初任者研修制Jを提唱¥¥






ン 臨教審が中間報告、、 壬口冗ゴご ¥¥教員の「初任者研修」導入u
ケ ー質向上へ義務づけ 7τ土Eご: -臨教審審議経過の概要公表

























ン Il上) 初任者研修 教育者の多くは「必要J
ケ I(市問題教師が行く 問われる教委の在り方
イ I(下) 大学らしい大学をめざして 学歴偏重の是正とは裏腹
日 II教育改革21世紀への構図」






























































毎 日 朝 日 壬U三E三 7τt芯r 
① 一般教育の在り方 。。。
② 外国語教育 。。 略
③ 保健体育教育 略 !日各 m各







3 大学の自己評価と大学情報の公開 略 。 l略
4. 高等教育機関の多様化
① 四年制大学 。。 i略
② 短期大学 。 i格 fU各
③ 高等専門学校 。 。。
④ 専修学校，各種学校，教育訓練機関 。。 I!各
⑤ 放送大学および通信制大学 。 i略 HI各
5. 設置基準およびその運用の見直し
① 大学の設置と基準の維持 盟各 国各 1洛
② 大学設置基準の見直し 。。 !日各
③ 大学基準協会の活性化 i格 。 !l塔
④ 大学設置認可の見直し 略 。 I各
⑤ 大学設置と大学政策 。。。
6‘ 大学院の充実
① 大学j涜の現状とその拡大 略 i略 !l臨
② 修士課程の在り方 。。。
③ 博士課程の在り方 。。。
④ ポスト・ドクトラノレフェローの強化 。 略 1各
⑤ 学部と大学院 略 I各 1各
⑥ 学位の問題および学位授与機関 。。。
7. 学術研究の在り方 略 略 略









































Ifr各 略 略。 I!洛 。
I!洛 i略 略。。 I!臨。。 盟各
略 略 。。。。









毎 日 草月 日 号UdEz7τtE 
2 教育内容等の改善の方向
① 基礎・基本の修得と教育内容の精選 。 国各 。
② 個性の重視と教育内容-指導方法の多様化 I各 。。
③ 学校R39等の接続・連携 。。。




③ 体験学習等の機会の充実‘拡大 トイ舌して 。 !略
④ 小-中学校の特設道徳の再検討 。 日!各
4. 教科の内容
① 小学校低学年の教科の構成 。。
② 中等教育段階 一千百して 。。
① 健康教育の重視 !日各 1塔
5. 教育内容にかかわる制度の運用上の問題 。。。
第2節学校制度 。。。





③ 施設，設備の整備 一括して 日塩 。
2. 高等学校 1塔 IB各
.._ーーーーー
第 5章教員の資質向上
現状の問題点 I出 。 i洛




































































・解説記事 iIf'弁当の臼J で給食弾力化 1家庭改革u が狙いJ
-解説記事「適性審構想、lζ反発強く 答申盛り込み微妙j
















}むj -体罰教師の処分倍増 日 -教育多様化なお模策








vサ -教ftijは全人格傾けよ 日 115歳大学生J
ン -的教審の「中間報告Jを識者lζ聞く
ケ -問題はやる気と思いやり 壬u正U「dJtL つ-. -夢も盛り込み大学改革



















































<朝日> <サンケイ> < 日函経望> <「桔毎合日>性概要を欠く臨教 <「読臨申教売>容望の第二次答f臨i教務にほしい姿 iti1，)，教務報告に四つ 「展当 よしたり中臨教長期審を」勢の-lU性J の注文j 審の j l乙むJ
評 「第一設における臨 「全体としてみれば 「教育基本法をめぐ i (第一章〉の言葉 「改革の全体像が見
教穫の主張(J.i，pj=:(ドJ深みと!享みを刑して る不毛の論争はほと 自体lζ見論はないJ ilしやすくなってき









( 「設によってムラが f教育の目標が，そ 「第一章の基調と他









( 「教育の現状につい 「公財政支出教育費 「教育改革の拙速は 「教員研修，実証的
安ー て実証の裏打ちがほ 答申で確認した方が 禁物J な現状分析が必要」









車B 「会の組織，議論の 「互いの縄張り意識 「臨教審の逐次答申


















① 読者の素朴な問題意識に答える報道であったか。第一次答申や「概要(その 3)J iζ盛られ
た内容が実際lと進められると，自らの身辺にどのような影響が出てくるのか，呉体的にどう変
化するのか，まずはこのあたりに読者の関心があるのではなかろうか。これに対応するために
は，教育改革の将来像や実現の可能性について大胆lζ予測していく乙とも必要とされる。教育
改革の将来を展望し，具体像を描く，長期的な視野が各紙にも求められているu
② 求められる具体的な提言。今後の教育改革の成否をうらなう上で新開各紙の存在を無視する
ことはできない。新聞によって作り出される 1立論jは，国民の教育改革認識にも多大な影響
を及ぼすことが考えられる。第一次答申K際して，く毎日>の社説は !!2~教審がさしたる成~
を生まずに終わった場合，教育改革の動きそのものが止まってしまう乙とをおそれるJとのべ
ているが，教育改革の展望に対して新聞各紙が負わねばならない責任もまた大きいと言わざる
を得ない。
乙のような点をふまえるならばJ新関各紙には答申などを単に批判的に論じるだけでなく，
それを乗り越えた提言をしてし 1く努力も求められる。もっとも，それを可能とするためには，
各紙それぞれに教育改革をとらえる冷静な自と長期的な展望が不可決であることは言うまでも
tJし、。
なお，本稿では，第一次答申と「概要(その 3)J について新聞資料を整理する作業を行っ
たが，さらl乙，乙れから出される第二次答申についても同様の作業を進める予定にしている。
-113ー
